
 

歴史文化学科の一回生達は、2017年 12月 17日（日）、
基礎演習Ⅱの授業の一環として、徳島県鳴門市にある大塚
国際美術館に行きました。この美術館では 1000点以上に
及ぶ西洋美術の陶板レプリカが原寸大で再現されており、
今までにない臨場感を感じる場所でした。特に『システィ 

2017年12月9日と10日に行われたシンポジウム、
テーマは「文化財の修復・保全」について！ 講師に
は東京とイタリアから、実際に文化財修復に携わるプ
ロの方々を迎え、一緒に文化財の今とこれからを考え
ました。フィレンツェを襲った未曾有の大洪水、文化
財を守った「泥の天使たち」の活躍に、文化財への愛
と情熱を感じました。公美ゼミから 4組のゼミ生が、
それぞれ調べた「文化財の保全」を発表し、先生方と
意見を交えました。文化財の明日について考える良い
経験になりました！（3回生・立川亮太） 

歴らぼ通信の刊行は、これで9号となりました。歴らぼ通信では、歴史文化学科における様々な活動を紹介しています。
通信に記載される記事の多くは、ホームページ「歴らぼの WEB サイト」（http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun）でも紹
介していますので、そちらもご覧下さい。各記事を書いた学生の年数は記事の時期に合わせています。 
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基礎演習Ⅱの遠足＠大塚国際美術館 
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ーナ礼拝堂』の天井画・壁画の迫力、『最後の晩餐』の
修復前後の比較は印象深いものでした。今回、僕はサポ
ーターとして参加しましたが、ガイドの話をしっかりと
聞くことができるなど、参加メンバー全てにとって有意
義な一日になったと思います。（2回生・中尾健人） 
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2017年 12月 3日、4回生の井上先輩、松浦先輩及び
高田ゼミ有志にて、熊本大学で開催された九州西洋史学
会若手部会研究報告会に参加しました。熊本大学 4 回生
の方たちや先輩方の研究報告に交ざり、高田ゼミ有志に
よる「リン・ハント『人権を創造する』を読む」という
発表をさせていただきました。他の方々と比べると拙い
発表でしたが、他大学の先生からいただいた助言や学生
の発表を通じて交流を深めることができ、今後の学習に
も繋がる良い刺激となりました。（3回生・茶谷洋） 

02 ゼミ活動紹介 

中辻ゼミは、2017年 12月上旬に 2日間、巡検
に行きました。初日は 2 つの博物館を訪ね、淡路
島の歴史・祭祀や芸能などの民俗等、各人の興味
があるテーマについて調査しました。2 日目は五
斗長（ごっさ）地区を訪れ、集落営農を行ってい
る五斗長営農株式会社の方々にお話を伺ったり、
関西で初めて鉄器が発掘された五斗長垣内遺跡や
アートミュージアムとして活用されている山を見
学しました。２日間という短い期間ながら新しい
発見が多く、非常に有意義な時間を過ごすことが
できました。（3回生・河本凌弥） 

 
 

中辻ゼミ巡検＠淡路島 

高田ゼミは、2017年 9月 1 日から 3日までの 3日
間、小豆島での合宿を行いました。1日目は倉敷を観光
しつつ、大原美術館、倉紡記念館を訪れて、江戸末期か
ら現在までの倉敷を学び、その後はしまなみ海道を抜け
て松山からフェリーに乗り換え、小豆島へと渡りまし
た。2回生、3回生だけでなく、普段は会うこともない
4回生数人も交え、ロッジでの交流はおおいに盛り上が
りました。2日目、3日目は島内の観光となりましたが、
エンジェルロード、千枚田、寒霞渓などの景色を始め、
マルキンの醤油記念館、オリーブ園、二十四の瞳映画村
など小豆島ゆかりの施設も巡りました。倉敷や小豆島に
ついて学びつつも、他回生との仲を深められた有意義な
3日間でした。（2回生・長田拓也） 

高田ゼミ合宿＠小豆島 

九州西洋史学会＠高田ゼミ 
 

http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/wp-content/uploads/2017/12/中辻ゼミ写真.jpg�
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歴らぼ遺跡巡り班＠兵庫津 

2017年 6月 25日と 7月 2日、歴らぼ遺跡巡り班
は、東谷先生と「兵庫津」の巡検に行きました。兵庫
津は平清盛が「大輪田泊」として開港したことで有名
で、福海寺の「平清盛遺愛の時雨の松」や、能福寺の
平清盛廟など平家に関する史跡が多くあります。能福
寺には兵庫大仏もあり、その大きさと迫力に驚かされ
ました。遺跡を巡る際、江戸時代の古地図と現代の街
並みを見比べながら歩くことで、江戸時代の地図の正
確さ、現在までの土地の変遷を実感しました。遺跡巡
り班は不定期で活動しているので、興味のある方はぜ
ひ参加してください。（2回生・中尾健人） 

03 歴らぼ活動報告 

 

 

 

鳴海ゼミでは、日本文化を実際に体験することを目的と
して、2014年度から蕎麦打ち体験を定例行事としていま
す。2017年度はまず秋にアイコモンズのキッチンを借りて
実施しました。初めての 2回生も回を重ねるうちに、自分
達で作れるようになりました。2017年 12月 4日には、こ
れも恒例となった学生相談室と共同で蕎麦打ち体験を実施
しました。この企画は相談室からの参加する学生もまじえ
て、鳴海ゼミ生が蕎麦打ちを教える会となっています。
2018年度も今年の経験を活かして、新３回生が中心となり
この企画を受け継いで欲しいと思います。（３回生・三谷
優花） 

 

蕎麦打ち体験＠鳴海ゼミ 
 

2017年 9月８日、本年度 3回目となる活動は、嵐
山の巡検でした。昼食は嵐山名物の湯葉と湯豆腐を食
べ、京都の食文化を楽しみました。食後は２班に分か
れ、A班は竹林と地蔵が見所の化野念仏寺、B班はえ
んむすびで有名な野宮神社と平家物語に登場した尼
寺である祇王寺に行きました。両班揃って行った清凉
寺には豊臣秀頼の首塚があり、何故ここにあるのか気
になりました。今回、遺跡巡り班の巡検に参加して、
自分の知らない京都を知ることができて良かったで
す。（１回生・福田綾香） 

歴らぼ遺跡巡り班＠嵐山 

http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/?p=546
http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/?p=570
http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/?p=552
http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/wp-content/uploads/2017/07/歴らぼ遺跡巡り班　写真-1.jpg�
http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun/wp-content/uploads/2017/12/DSCN1301①.jpg�


 
 

歴かふぇ 05：エジプト映画上映会＠iCommons 

編集：水田佳菜（代表・３回生）、八木はるか（３回生）、村尾聖華（３回生）、立川亮太（３回生）、武田卓司（２回生）、鳴海邦匡   

発行：甲南大学文学部歴史文化学科 

発行日:２０１８年１月 28 日  連絡先:〒658-8501 兵庫県神戸市東灘区岡本 8-9-1、078-435-2874 (学科事務) 
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歴かふぇ 04：海原靖子先生 
 
2017 年 7 月 19 日の第 4 回歴かふぇは、白鶴美術館の学

芸員である海原靖子先生にお越し頂きました。今回の話題は、
古代中国の金属器などについてでした。どこから水を飲むの
か分からない器など、変わった形の様々な器を、ひとつひと
つ丁寧に説明して頂きました。その他、学生からの質問への
回答も交えつつ、仕事の内容、腰のつらさや冬の寒さといっ
た体力的な大変さについて、学芸員になりたいという夢が壊
れない程度にお話頂きました。試験前ということもあって参
加者は少し少なかったけれど、海原先生のお話はとてもおも
しろく、逆にとても贅沢な気分で楽しい時間を過ごす事がで
きました。（2回生・武田卓司） 

歴かふぇ Vol.5は、2017年 11月 24日、エジプト
映画「MICROPHON」（2010）の上映会を開催しまし
た。この映画は、若者達の音楽をベースにしながら、
エジプト革命直前の若者たちの心情を描いています。
上映会では、翻訳者の 1人である勝畑冬美先生（東京
外国語大学・研究員）にお越し頂き、当時の時代背景
や翻訳のプロセスなど、中町先生との談議を交えなが
らお話頂きました。質疑応答では、来場者から熱心な
意見を得ることもできました。また、用意した中東の
伝統菓子デーツも好評で、より一層、中東の雰囲気に
浸ることができました。（3回生・村尾聖華） 

 甲南大学は、2017年 5月 1日に東大阪市と受託契約を結び、東大阪
市域の古文書について整理・調査を行い、その結果を市民への普及を行
うこととなりました。このプロジェクトを進めるため、5月 1日付で「歴
史文化研究センター」を東谷研究室内に設置しました。学外の研究者の
参加も得て、調査成果を報告書としてまとめることを予定しています。
市民への普及活動の一つとして、古文書の内容を解説したパネルを作成
いたしました。 
作成の中心となるのは、文学部歴史文化学科の学生活動である「歴ら

ぼ」古文書班の学生たちです。前期には、古文書を一文字一文字読み解
き、内容を理解する作業を進めました。夏休みには、関係各所のフィー
ルドワークを行うとともに、パネル原稿の作成に取りかかりました。パ
ネルは、東大阪市市制施行 50 の企画として行われた「プレパネル展」
でお披露目しました（2017 年 9 月 20 日（水）～27 日（水）、於東大
阪市総合庁舎）。学生の成果を多くの人に見てもらいました。（東谷 智） 

「歴史文化研究センター」について 

04 教員活動報告 
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